
空間の滲み　影の輪郭　風の道

日本人夫婦２人が移住して暮らすバリ島の住宅。

敷地はウブド近郊。聖峰アグン山と棚田を臨む

バリらしい田園風景。

バリでは、強烈な日射とスコールを遮る屋根を

架け、そこに風を通せば、心地良い南国ならで

はの空間が生まれる。

生活領域＝影の下と言っても過言ではない。

ここでは、建築によって快適な空間を新たにつ

くり出すというよりは、元々ある心地良い気候

や豊かな周辺環境をそのまま感じつつ、快適に

暮らすことができるような「手助けの建築」を

つくろうと考えた。

具体的には、２つの「囲われ感」―両隣地から

のプライバシーに配慮した「囲われ感」と個室

としての「囲われ感」―　を持ちながらも、風

が通り抜け、家と外が混じり合うような家のあ

り方の提案である。
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バリの典型的な伝統住宅では、ほとんどの部屋は東屋的な吹き放しの
分散配棟とすることで風通しを良くし、高温多湿の熱帯モンスーン気
候に対応する。
一方でプライバシーや多少のセキュリティ、コミュニティの形成等の
理由から、この開放的な平屋群は敷地の四周を塀で囲う必要がある。

本計画の敷地は分譲地であり、　東の隣地にはすでに分譲住宅が２棟
建ち、反対の西側も将来分譲予定である。
そういった周辺環境から、　敷地両側からのプライバシーを配慮した
計画が前提となっている。

バリの伝統的住居

敷地周辺図

屋根を架ける 壁を建てる

プライバシーを保つ
落ち着きの場を与える
　　　・
　　　・
　　　・
そして、風が抜ける

風が抜け、
景色と溶け合うような建築

手助けの建築

敷地写真
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バリ島ウブドの住宅

日影をつくる
スコールを防ぐ
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